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１ 組織の概要 

(1) 事業者名及び代表者 

株式会社 スーパージャングル 

   代表取締役 原 正行 

(2) 事業所名及び所在地 

   本社・工場：新潟県新潟市南区下曲通 320番地 1 

   資 材 置 場：新潟県新潟市南区下曲通 882-2 

   三条営業所：新潟県三条市長沢 1040番地 

(3) 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

   環境管理責任者 工場長 齋藤 一茂 

   担当者連絡先  総務部長 酒井 絵理  

   連絡先    電話番号 ０２５－３７５－５４０５ 

        ＦＡＸ  ０２５－３７５－５８３８ 

        E-mail  info@superjungle.co.jp 

                ＵＲＬ  http://www.superjungle.co.jp/ 

(4) 事業内容 

当社は、産業廃棄物及び一般廃棄物である伐採木等を破砕処理し、堆肥原料として供給するなど、

木材資源の再利用を行うことをメイン事業として以下の事業を行っております。 

   ア 産業廃棄物収集運搬業 

   イ 産業廃棄物処分業（中間処理） 

   ウ 一般廃棄物収集運搬業 

   エ 一般廃棄物処分業（中間処理） 

   オ 山林立木の伐採･運搬及び加工業 

   カ 土壌改良材原材料及び特殊肥料原材料の製造販売業  

   キ 建設業（土木工事業、とび・土工工事業、解体工事業） 

   ク 除雪作業 

 (5) 事業規模 （全社）                     （年度：４月～翌年 3月） 

 単 位 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

従 業 員 数 人 37 37 31 

  売  上  高※1 百万円 581 566 603 

工 事 件 数 件 9 2 10 

二酸化炭素排出量（本社） kg-CO2 1,087,051 1,093,709 1,148,577 

二酸化炭素排出量（三条） kg-CO2 未把握 未把握 76,016 

本社工場 床面積 ㎡ 631.99 631.99 631.99 

本社工場 敷地面積 ㎡ 7,345 7,345 7,345 

資材置場 敷地面積 ㎡ 1,639 5,527 5,527 

三条営業所 敷地面積 ㎡ 29,512 29,512 29,512 

  ※1：売上高は決算期  

  ※三条営業所は令和 3 年 12 月吸収合併。令和 4 年度は閉鎖期間があり未集計です。 

http://www./
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(6)  法人設立年月日  平成 8年 12月 10日 

(7)  資本金      300万円 

(8)  組織図  

 

認証登録範囲                                                     
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   令和 6年 4月現在    

 

本社 

三条営業所 計 
総務課 営業課 

工事課・森林

整備課 
リサイクル課 

正社員 8 2 7 11 1 29 

パート 0 0 0 2 0 2 

計 8 2 7 13 1 31 

   

事 務 局  

 

従業員 

 

従業員 

代 表 者 

代表取締役 原 正行 

環境管理責任者 

工場長 齋藤一茂 

リサイクル課 

収集運搬部門 

部門長  

清水 昇 

中間処理部門 

部門長  

青木一之 

総務課・営業課・工事課・森林整備課 

部門長 酒井絵理 

総務課 

従業員 

営業課 

従業員 

工事課・ 

森林整備課 

従業員 

現場責任者 

従業員 

建設現場等 

三条営業所 

所 長 

川﨑裕顕 

 
 

従業員 
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(9) 産業廃棄物処理業の概要 

    ア 許可の内容 

     （ア）収集運搬業  

許可の内容 許可区域 許可番号 許可年月日 許可の有効年月日 

産業廃棄物 
新潟県 第 01503078221号 令和元年 10月 24日 令和 6年 10月 14日 

福島県 第 00707078221号 令和 3年 12月 1日 令和 8年 7月 11日 

事業の範囲 

新潟県：【積替え保管を除く。】廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ガラスくず・

コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類(以上、石綿含有産廃を含む。)、 

汚泥、廃油、動植物性残さ、ゴムくず、金属くず(以上、水銀使用製品産業廃棄物及び

水銀含有ばいじん等を含む。) 

宮城県・福島県：【積替え保管を除く。】廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金

属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類(以上、石綿含有産廃を含

む。) 

（イ）処分業 

許可の内容 区分・許可 許可番号 
許 可 年 月 日 

許可の有効年月日 

産業廃棄物 

新潟県 

【優良認定】 

中間処理（破砕処理） 

木くず 移動式施設としての使用を含む。 
第 01523078221号 

令和 3年 7月 12日 

令和 10年 7月 9日 

産業廃棄物 

新潟市 

【優良認定】 

中間処理（破砕処理） 

木くず 定置兼移動式 
第 05920078221号 

令和 3年 7月 10日 

令和 10年 7月 9日 

(ウ) 事業計画の概要 

許可の内容 事業計画の概要 

収集運搬業 

及び処分業 

① 収集運搬業については、新潟県において、産業廃棄物排出者の委託を

受け、車両 11 台を用い、産業廃棄物の収集運搬を行う。なお、平成

21年度から福島県の収集運搬業の許可を得ている。 

② 処分業については、新潟市許可は破砕施設 1基（定置式兼移動式）及

び破砕施設 1基（定置式）により中間処理を行う。新潟県許可は、定

置式兼移動式 2基、移動式 1基により中間処理を行う。 

破砕処理施設については、建設廃材及び伐採木等の木くずをチップ化

し、堆肥、マルチング材等の製造原料及びバイオマス燃料等として供

給を行い、木くずの再資源化を図っている。 

 イ 施設等の状況 

     （ア）収集運搬業（産廃及び一廃） 

許可の内容 運搬車両の種類 台 数 運 搬 品 目 

収集運搬業 

ダンプ（2ｔ） 

ダンプ（4ｔ） 

ダンプ（6ｔ） 

ダンプ（12ｔ） 

ダンプ（15ｔ） 

ユニック（8ｔ） 

１台 

１台 

１台 

４台 

３台 

１台 

廃油、汚泥、廃プラスチック類、金属くず 

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器

くず、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムく

ず、がれき類、動植物性残さ 
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（イ）処分業   

許可の内容 処理施設の種類 処理する産業廃棄物の種類 処理能力（規模） 

新潟市 

処分業 

（中間処理） 

(1)破砕施設 

（定置式兼移動式） 
木くず 

487.2ｔ/日 

（8時間） 

(2)破砕施設 

（定置式） 
木くず 

 48.4ｔ/日 

（8時間） 

新潟県 

処分業 

（中間処理） 

(1) 破砕施設：新潟市 

（移動式に限る。） 
木くず 

487.2ｔ/日 

（8時間） 

(2)破砕施設：三条市 

（移動式使用含む。） 
木くず 

225ｔ/日 

（9時間） 

(3)破砕施設：三条市 

（移動式使用含む。） 
木くず 

361ｔ/日 

（8時間） 

 

ウ 処理実績（一般廃棄物、産業廃棄物の合計） 

 区 分 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

本社 

工場 

収集運搬量（t/年） 10,612 11,046 10,818 

中間処理量（t/年） 

（うち再資源化量） 

17,763 

（17,763） 

17,957 

（17,957） 

18,155 

（18,155） 

中間処理後の処分量（t/年） 

（最終処分量） 

（うち再資源化量） 

17,763 

（0） 

（17,763） 

17,957 

（0） 

（17,957） 

18,155 

（0） 

（18,155） 

三条 

営業所 

収集運搬量（t/年） 140 589 197 

中間処理量（t/年） 

（うち再資源化量） 

188 

（188） 

802 

（802） 

312 

（312） 

中間処理後の処分量（t/年） 

（最終処分量） 

（うち再資源化量） 

188 

（0） 

（188） 

802 

（0） 

（802） 

312 

（0） 

（312） 

   

 

(10) 一般廃棄物処理業の概要   【積替え保管なし】 

処理業の 

種類 
許  可 許可番号 

許可年月日 
取扱廃棄物の種類 

許可の有効年月日 

収集運搬業 

新潟市 指令第 118号 
令和 5年 4月 1日 一般ごみ 

木くず類 令和 7年 3月 31日 

燕市 第 24号 
令和 5年 4月 1日 一般廃棄物 

（せん定枝・刈り草） 令和 7年 3月 31日 

三条市 
三条市指令環 

第 20号 

令和 4年 4月 1日 一般廃棄物 

（木くず） 令和 6年 3月 31日 

処分業 

新潟市 指令第 124号 
令和 5年 4月 1日 

木くず類 
令和 7年 3月 31日 

三条市 
三条市指令環 

第 19号 

令和 3年 12月 22日 一般廃棄物 

（木くずの資源化処理に限る） 令和 6年 3月 31日 

 

 



- 5 - 

 

(11) 産業廃棄物処理フロー 

 □破砕処理 

 

       

 

 

 

 (チップ化)  

  

 

 

  

 

 

 

伐採・伐根 

 

収集・運搬 持込み 

木くず受入・分別 

 

計量 

排出者 

 

マルチング材 

 

堆肥原料 

 

有価物として販売 

 

前処理 

破砕処理 

バイオマス発電燃料 

（付着土砂の除去） 

（
草
・
枝
・
根
） 

本社リサイクル工場（中間処理） 

三条営業所（中間処理） 
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（12） 建設業の概要 

種  類 許  可 許可番号 許可の有効期間 建設業の種類 

一般建設業 新潟県 
般-31 

第 41600号 

平成 31年 5月 21日～ 

令和 6年 5月 20日 

土木工事業、とび・土工工事業、 

石工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業、

しゅんせつ工事業、塗装工事業、 

水道施設工事業、解体工事業 

一般建設業 新潟県 
般-2 

第 41600号 

令和 2年 4月 8日～ 

令和 7年 4月 7日 
建築工事業 

 

２ 対象範囲 

認証登録の対象範囲は全組織、全活動とする。 

 

 

３ 環境経営方針 
環境経営方針 
< 企 業 理 念 > 

株式会社スーパージャングルは、立木等の伐採から運搬、処分、再資源化に至る一連

の行程を一手に請け負うことができる企業として、循環型社会の構築に貢献し、環境ド

クターとしての役割を担っていきます。 

環境保全型企業として、一層の成長するため、私達の業務の環境負荷について、常に

点検し、環境負荷を少なくするこまめな環境活動を以下のとおり取組み、環境経営の継

続的改善に努めます。 

< 行 動 指 針 > 

・全員参加のもとで、環境負荷の低減をめざして継続的改善活動を行います。  

・ガソリン・軽油・電力使用量等を抑制し、二酸化炭素排出量の削減に努めます。 

・収集運搬、中間処理及び工事現場において、エコドライブ及び機器・重機の省エネ

運転を実践し、省エネと排気ガスの抑制に努めます。 

・伐採木等を堆肥等へ再資源化し、産業廃棄物のリサイクルを一層進めます。 

・節水の実現に努めます。 

・環境関連法規等を遵守し、環境汚染の防止に努めます。 

・環境経営方針は、従業員に周知するとともに外部に公表します。 

制定：平成 18 年 12 月 1 日  

改訂：令和 3 年 1 月 31 日 

有限会社スーパージャングル 

代表取締役 原 正行 
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４ 環境経営目標 

中長期環境経営目標を以下に示す。三条営業所は、一時閉鎖期間（令和４年 10 月～令和 5 年 4 月まで）

があったことから、令和５年度より実態把握を行います。        （年度：４月～翌年３月） 

項  目 単  位 
基準年実績 目 標 値 

令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 

  
電力使用量の 

削減 

kWh/中間処理量ｔ 
1.760 

31,270 /17,763 
1.751 1.742 1.734 

削減率  △0.5% △1.0% △1.5% 

  
化石燃料使用量の削

減 

ｋｇ-CO2/ 

中間処理量ｔ 

60.28 
1,070,728 

/17,763 

59.98 59.68 59.38 

削減率  △0.5% △1.0% △1.5% 

二酸化炭素排出量の削減 

㎏-CO2 / 

中間処理量ｔ 

61.20 
1,087,051 

/17,763 

60.89 60.59 60.28 

削減率  △0.5% △1.0% △1.5% 

水使用量の削減 
㎥/中間処理量ｔ 

0.0504 
896/17,763 

0.0501 0.0499 0.0496 

削減率  △0.5% △1.0% △1.5% 

事務所一般廃棄物の排出

量削減 

kg/中間処理量ｔ 
0.00799 

142/17,763 
0.00795 0.00791 0.00787 

削減率  △0.5% △1.0% △1.5% 

中間処理における再資源

化の促進(受託産廃一廃) 
再資源化率％ 

100 
17,763/17,763 

100 100 100 

建設廃棄物の再資源化の

促進(自社産廃) 
再資源化率％ 

82.4 
42.78/51.92 

83.2 83.6 84.0 

1.0% 1.5% 2.0% 

工事現場における苦情ゼロ 件数 0 ― 0 0 

注）1.当社では PRTR 制度対象物質の使用がないため、化学物質の目標設定は行わない。 

2.使用 CO２排出係数は東北電力㈱の令和 1 年度調整後排出係数 0.522 kg-CO2/kWh 

 

５ 環境経営計画及び実施した取組内容       各部門該当項目： 

環境経営 

目標 
環境経営計画の内容 

部 門 
スケジュール 総.営 

.工 

収運 

運搬 

中間 

処理 

三条 

（営） 

二 

酸 

化 

炭 

素 

の 

削 

減 
電
力
使
用
量
の 

削
減 

・昼休みは消灯する。（作業中は除く。）     通年 

・不要な所では、電灯を消す。     通年 

・空調機のフィルターの掃除を定期的に行う。（4.7.10.1月）     4.7.10.1 月 

・冷房設定温度を 28℃に維持する。     6～9 月 

・暖房設定温度を 20℃に維持する。     11～4 月 

・待機電力は、極力使用しない。（テレビ、エアコン、パソコン）     通年 

化
石
燃
料
使
用
量
の
削
減 

車両のエコドライブを実践する。  

・不要時はエンジンを止める。     通年 

・運搬車両は、経済速度で走る     通年 

・点検・整備を実施し、タイヤの空気圧を適正に保つ。     通年 

・無駄な荷物は積まない。     通年 

・無駄な空ぶかしをやめる。     通年 

・急発進、急加速、急ブレーキをやめ、適切な車間距離をとる。     通年 

・マニュアル車は、早めにシフトアップする。     通年 

・カーエアコンの温度は控えめにする。     通年 

・運行計画を立て、無駄な作業をしない。     通年 

中間処理や現場作業において施設・重機の省エネ運転を実践する。  

・不要時はエンジンを止める。     通年 
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６ 環境経営目標及び環境経営計画の実施・取組結果とその評価 

（1） 環境経営目標の実績とその評価 

項  目 単  位 
基準年実績 

目 標 値 
（対基準年削減率） 

実績値 
（対目標達成率） 

評 価 
〇達成×未達成 

令和 3 年度 令和 5 年度 令和 5 年度 

  
電力使用量の 

削減 

kWh/中間処理量ｔ 
1.760 

31,270 /17,763 
1.742 

1.618 
29,375/18,155 ○ 

削減率  △1.0% △7.1% 

  
化石燃料使用量の

削減 

ｋｇ-CO2/ 

中間処理量ｔ 
60.28 

1,070,728 /17,763 
59.68 

62.42 
1,133,243/18,155 × 

削減率  △1.0% ＋4.6% 

二酸化炭素排出量の削減 

ｋｇ-CO2/ 

中間処理量ｔ 
61.20 

1,087,051 /17,763 
60.59 

63.27 
1,148,577/18,155 × 

削減率  △1.0% ＋4.4% 

二酸化炭素総排出量 ｋｇ-CO2  1,087,051 ― 1,148,577  

水使用量の削減 
㎥/中間処理量ｔ 

0.0504 
896/17,763 

0.0499 
0.0519 

943/18,155 × 
削減率  △1.0% +4.0% 

事務所一般廃棄物の排

出量削減 

kg/中間処理量ｔ 
0.00799 

142/17,763 
0.00791 

0.00876 
159/18,155 × 

削減率  △1.0% +10.7% 

中間処理における再資

源化の促進(受託産廃一廃) 
再資源化率％ 

100 
17,763/17,763 

100 
100 

18,155/18,155 
○ 

建設廃棄物の再資源化

の促進(自社産廃) 
再資源化率％ 

82.4 
42.78/51.92 

83.6 
99.7 

291.5/292.4 ○ 
1.5% +19.3% 

工事現場における苦情ゼロ 件数 0 0 0 〇 

注）1.当社では PRTR 制度対象物質の使用がないため、化学物質の目標設定は行わない。 

2.使用 CO２排出係数は東北電力㈱の令和 1 年度調整後排出係数 0.522 kg-CO2/kWh 

・作業時のエンジン回転数は、40～60％の出力を保つ。     通年 

・破砕機、投入機、建設重機の日常点検を行う。     通年 

一般廃棄物

排出量の削

減 

・分別を徹底し、再生資源として活用できるものを分別し回収ル

ートへ回す。 
    通年 

・掲示板を活用し、書類の配布を最小限にする。     通年 

・片面使用廃コピー紙は裏面使用箱に入れ、裏面使用をする。     通年 

・水分を含むごみは極力水切り乾燥させてから排出する。     通年 

・使いきり商品を避け、詰め替え可能な商品を購入する。     通年 

中間処理にお

ける再資源化

の促進 
(受託産廃一廃) 

・分別の徹底を図る。     通年 

・中間処理依頼者に枝葉、伐採根、解体木くず等の分別を依頼し、

リサイクルを促進する。 
    通年 

・伐採木、伐採根等を破砕処理により、全量を再資源化する。     通年 

建設廃棄物の 

再資源化促進 
(自社産廃) 

・建設工事において発生する廃棄物の分別の徹底を図る。     通年 

・建設工事において発生する廃棄物のリサイクルを促進する。     通年 

水使用量 

の削減 

・蛇口をこまめに開閉する。     通年 

・蛇口の水量は、適正に保つ。     通年 

・洗車は水の出しっぱなしを極力減らす。     通年 

・散水時は時間を決め、管理を徹底する。     通年 

・消雪用使用時は、定期的に雪どけの状況を点検し無駄な使用は

控える。 
    12～3 月 

工事現場に

おける苦情

ゼロ 

・重機は低騒音型を使用 

・工事現場周辺の清掃 

・現場近隣の方への挨拶 

・要望に沿った工事の施工 

    通年 
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＜過去 5年間の主な実績のグラフ＞ 
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（2） 環境経営目標の達成状況の評価 

① 電力使用量の削減 【目標達成】  

電力使用量は、中間処理量１ｔ当たりの原単位目標で、7.1％減少し、目標を達成することができた。原単位

の中間処理量は 2.2％増加した。業務増加のなかでも、夏場、冬場の冷暖房に係る使用量は温度管理を徹底

したことから削減することができ、電力使用量を基準年比で 6.1％削減することができた。 

今後も、空調設備の温度管理徹底と、工場での作業効率化による時間内作業を徹底し、節電に努めていく。 

② 化石燃料使用量の削減 【目標未達成】  

化石燃料使用量は、中間処理量１ｔ当たりの原単位目標で、4.6％増加し目標を達成することができなかった。

化石燃料使用量の 94％を占める軽油使用量は、基準年比で+7.3％となった。受注量も増加したことで、運搬回

数も増え、軽油燃料使用量が増加した。原単位の木くずの中間処理量に関わらない工事や、三条営業所への

往来も加わったことから、中間処理量の増加（+2.2％）の割に、軽油使用量を抑えられなかったこと要因である。 

今後も効率的な作業の運行管理を行い、運搬車両・重機のアイドリングストップなどエコドライブに努め、節約

を徹底していく。 

③ 二酸化炭素排出量の削減 【目標未達成】  

二酸化炭素総排出量は、上記理由から原単位当たりの目標では、4.4％増加し、目標を達成することができ

なかった。今後も作業を計画的に進め、破砕処理や森林伐採等の工事、土木工事において、運搬車両・重機

のエコドライブの実践に努めていく。 

④ 水使用量の削減 【目標未達成】 

水使用量は、中間処理量１ｔ当たりの原単位目標で、4.0％増加し目標を達成することができなかった。 

基準年に比べ、冬場の凍結防止及び消雪用の使用が多かったことが原因である。破砕施設の粉じん対策用

の散水は、貯水タンクを活用し、無駄な使用を無くすよう努めているが、年間の水使用量では基準年比で 5.2％

の増加となった。今後も、引き続き適正使用と節水に努める。 

⑤ 一般廃棄物排出量の削減 【目標未達成】  

一般廃棄物排出量は中間処理量１ｔ当たりの原単位目標で 10.7％増加し目標を達成できなかった。 

一般廃棄物排出量（可燃ごみ）は、基準年比で 12.0％増加した。紙類等リサイクルに回せるものは十分行っ

ているところだが、本社工場の破砕施設の増設もあり、工場内での移動・整理と、保存期間経過による、廃棄書

類の整理を進めた結果、排出量は増加した。今後も、分別を徹底しごみの削減に努めていく。 

⑥ 中間処理における再資源化の促進（受託産廃一廃） 【目標達成】 

産業廃棄物の再資源化の実績も再資源化率 100％と目標を達成した。伐採木、建設廃材等の破砕処理を行

い、マルチング材・堆肥原料、バイオマス燃料として全量を再資源化している。今後も引き続き継続していく。 

⑦ 建設廃棄物の再資源化の促進（自社産廃） 【目標達成】 

   建設廃棄物の再資源化は、自社が行う建設工事における廃棄物の再資源化の割合とし、目標は基準年実

績の 1.5％増加の 83.6％とした。 

   実績は、建設廃棄物 292.44ｔのうち、再生利用量は 291.51ｔと 99.68％で、目標を達成できた。今後も分別の

徹底を行い、再資源化の向上を図っていく。 

⑧工事現場における苦情ゼロ【目標達成】 

  今年度より、工事現場における苦情ゼロを目標に取組を行った。施主の要望に沿った工事の実施と、近隣住

民の環境配慮を活動項目に掲げ活動を行った結果、苦情はなかった。今後も活動を継続し、苦情ゼロに努め

る。 
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（3） 環境経営計画の取組結果の評価 

環境経営計画の内容と併せて、３か月ごとに実施状況を点検した評価結果を示す。 

概ね活動は実施されていた。近年猛暑が続く中、カーエアコンなど温度設定は厳しいところがあった

が、体調管理にも気を付けながら活動を行った。 

（評点は５段階評価の年４回の平均値） 

 

担当者 ◇総務・営業・工事・森林整備部門：酒井（工事現場：斎藤工場長）    

      ◇収集運搬部門：清水  ◇中間処理部門：青木  ◇三条営業所：川﨑 

 

環境経営 

目標 
環境経営計画の内容 

評  価 

総務営業 

工事森林 
収運運搬 中間処理 

三 条 

営業所  
 
 
 

 
 
 

二 

酸 

化 

炭 

素 

の 

削 

減 

電
力
使
用
量
の 

削
減 

・昼休みは消灯する。（作業中は除く。） 

・不要な所では、電灯を消す。 

・空調機のフィルターの掃除を定期的に行う。（4.7.10.11 月） 

・冷房設定温度を 28℃に維持する。 

・暖房設定温度を 20℃に維持する。 

・待機電力は、極力使用しない。（テレビ、エアコン、パソコン） 

4.8 

5.0 

4.3 

4.5 

4.0 

4.8 

  4.8 

5.0 

5.0 

4.0 

4.0 

4.0 

化
石
燃
料
使
用
量
の
削
減 

車両のエコドライブを実践する。 

・不要時はエンジンを止める。 

・運搬車両は、経済速度で走る。 

・点検・整備を実施し、タイヤの空気圧を適正に保つ。 

・無駄な荷物は積まない。 

・無駄な空ぶかしをやめる。 

・急発進、急加速、急ブレーキをやめ、適切な車間距離をとる。 

・マニュアル車は、早めにシフトアップする。 

・カーエアコンの温度は控えめにする。 

・運行計画を立て、無駄な作業をしない。 

 

4.0 

4.8 

4.8 

5.0 

5.0 

5.0 

5.0 

4.3 

5.0 

 

5.0 

5.0 

5.0 

5.0 

5.0 

5.0 

5.0 

4.0 

5.0 

  

5.0 

4.8 

4.8 

5.0 

5.0 

5.0 

5.0 

4.5 

5.0 

中間処理や現場作業において施設・重機の省エネ運転を実践する。 

・不要時はエンジンを止める。 

・作業時のエンジン回転数は、40～60％の出力を保つ。 

・破砕機、投入機、建設重機の日常点検を行う。 

 

5.0 

4.0 

 

 

5.0 

5.0 

 

 

5.0 

5.0 

5.0 

 

5.0 

5.0 

5.0 

一般廃棄物

排出量の 

削減 

・“全ての紙は資源”を基本とし、情報管理上不適切なもの以外は

極力再資源化ルートに乗せる。 

・不要な紙類は事務所の紙資源箱に入れ、ごみとして出さない。 

・片面使用廃コピー紙は裏面使用箱に入れ、裏面使用をする。 

・水分を含むごみは極力水切り乾燥させてから排出する。 

・使いきり商品を避け、詰め替え可能な商品を購入する。 

4.5 

 

5.0 

5.0 

5.0 

5.0 

  5.0 

 

5.0 

5.0 

5.0 

5.0 
中間処理に

おける再資

源化の促進 
(受託産廃一廃) 

・分別の徹底を図る。 

・リサイクルを促進する。 

・伐採木、伐採根等を破砕処理により、全量を再資源化する。 

  5.0 

5.0 

5.0 

5.0 

5.0 

5.0 

建設廃棄物の 

再資源化の促進 

(自社産廃) 

・建設工事において発生する廃棄物の分別の徹底を図る。 

・建設工事において発生する廃棄物のリサイクルを促進する。 

5.0 

5.0 

   

水使用量 

の削減 

・蛇口をこまめに開閉する。 

・蛇口の水量は、適正に保つ。 

・洗車は、無駄な出しっぱなしを極力減らす。 

・散水時は時間を決め、管理を徹底する。 

・消雪用使用時は、状況を点検し無駄な使用は控える。 

4.0 

5.0 

5.0 

 

4.0 

5.0 

5.0 

5.0 

 

 

5.0 

5.0 

4.5 

5.0 

 

4.8 

5.0 

5.0 

5.0 

5.0 

工事現場に

おける苦情

ゼロ 

・重機は低騒音型を使用 

・工事現場周辺の清掃 

・現場近隣の方への挨拶 

・要望に沿った工事の施工 

5.0   

 

5：非常によく実施されていた 4：よく実施されていた 3：まあまあの出来であった  

2：あまり実施されていない 1：まったく実施されていない 
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7 環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反・訴訟の 

有無 

当事業場に適用される環境関連法規について遵守状況を自ら点検した結果、違反のないことを確認した。 

関係行政当局よりの違反等の指摘、住民等からの当社への苦情等はなく、訴訟についても皆無である。 

環境関連法規 要 求 事 項 点検結果 

家電リサイクル法 家電廃棄物を適切に業者に渡し、料金を支払う等 ○ 

建設リサイクル法 
建設廃棄物の排出抑制、再資源化建設資材の使用に努める

等 
○ 

自動車リサイクル法 使用自動車の長期間使用、リサイクル費用の負担等 ○ 

廃棄物処理法 

一般・産業廃棄物の業の許可、処理施設の設置許可、収集・

運搬・処分の技術上の基準の遵守、委託基準の遵守、マニ

フェスト管理・発行実績報告、記帳・保管基準の遵守等 

○ 

新潟市産業廃棄物等の適正な

処理の促進に関する条例 
処分委託先の確認記録 ○ 

消防法 消火器の設置 ○ 

新潟市火災予防条例 危険物、綿花類等の貯蔵・取り扱い基準の遵守等 ○ 

三条市火災予防条例 危険物、綿花類等の貯蔵・取り扱い基準の遵守等 ○ 

フロン排出抑制法 
第一種特定製品の設置使用環境の維持保全、簡易点検等 

解体工事における調査、引渡書 
○ 

大気汚染防止法 解体工事に係る特定工事の調査及び説明等 ○ 

騒音規制法 指定地域内での特定建設作業の届出、規制の遵守 ○ 

振動規制法 指定地域内での特定建設作業の届出、規制の遵守 ○ 

新潟市生活環境の保全等に関

する条例 
指定地域内での指定建設作業の届出、規制の遵守 ○ 

新潟県生活環境の保全等に関

する条例 
指定地域内での特定建設作業の届出、規制の遵守 ○ 

オフロード法 特定特殊自動車の基準適合の表示又は少数特例表示 ○ 

浄化槽法 浄化槽保守点検、清掃、検査 ○ 

石綿障害予防規則 解体工事に係る特定工事の調査等 ○ 

その他要求事項 公共工事発注仕様書、顧客の要望等 ○ 

 

8 代表者による全体評価と見直し・指示 

（1）全体の評価 

エコアクション 21の環境への取組は、概ね適切に実施されていた。 

中間処理量当たりの原単位目標においては、化石燃料使用量、二酸化炭素排出量、水使用量、一般廃棄

物排出量の削減項目で、目標を達成することができなかった。二酸化炭素排出量削減では、軽油の使用量

が増加し、目標達成には至らなかった。三条営業所を再開し、車両の往来も負荷を増加させている。今後

は、施設の活用を図り、受入量の増加に繋げていきたい。 

施設の追加や事業所の変動がある中、日々の環境活動は良く実施されており、業務増加のなかで一人一

人が真摯に取り組んでいた。今後も、地道な活動の継続により、二酸化炭素排出量削減に努めていきたい。 

また、地域に密着した企業として、地域住民サービスに努めていく。 
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（2）見直し・指示 

・環境経営方針…特に状況に変化はなく、変更しない。 

・環境経営目標…三条営業所の目標を設定する。それに伴い、基準年の統一を図るため、本社目標も直

近年を基準に、変更する。 

・環境経営計画…特に変更の必要はない。 

・実施体制…特段の支障がないため変更しない。 

・その他…上記４項目以外は、変更を必要とする項目はない。 

 

 

 

9 次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

（1）次年度の環境経営目標 

次年度以降の中長期環境経営目標を以下に示す。 

 

全社  環境経営目標                    （年度：４月～翌年３月） 

項  目 単  位 
基準年実績 目 標 値 

令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 

  
電力使用量の 

削減 

kWh/中間処理量ｔ 
2.058 

38,013/18,467 
2.054 2.050 2.046 

削減率  △0.2% △0.4% △0.6% 

  
化石燃料使用量の

削減 

ｋｇ-CO2/ 

中間処理量ｔ 
65.24 

1,204,750/18,467 
65.11 64.98 64.85 

削減率  △0.2% △0.4% △0.6% 

二酸化炭素排出量の削減 

㎏-CO2 / 

中間処理量ｔ 
66.21 

1,222,653/18,467 
66..08 65.95 65.81 

削減率  △0.2% △0.4% △0.6% 

水使用量の削減 
㎥/中間処理量ｔ 

0.0519 
943/18,155 

0.0518 0.0517 0.0516 

削減率  △0.2% △0.4% △0.6% 

事務所一般廃棄物の排

出量削減 

kg/中間処理量ｔ 
0.00876 

159/18,155 
0.00876 0.00876 0.00876 

削減率  現状維持 現状維持 現状維持 

中間処理における再資

源化の促進(受託産廃一廃) 
再資源化率％ 

100 
18,155 /18,155 

100 100 100 

建設廃棄物の再資源化

の促進(自社産廃) 
再資源化率％ 

99.68 
291.51/292.44 

99 以上 99 以上 99 以上 

現状維持 現状維持 現状維持 

工事現場における苦情

ゼロ 
件数 0 0 0 0 

注）1.当社では PRTR 制度対象物質の使用がないため、化学物質の目標設定は行わない。 

2.使用 CO２排出係数は東北電力㈱の令和 4 年度調整後排出係数 0.471 kg-CO2/kWh 
3.建設産廃の再資源化については、再資源化できない廃棄物が一定量あることから 99％以上を目標とする。 

4.電力、化石、二酸化炭素排出量までは全社、他は本社のみ。 
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本社  環境経営目標                    （年度：４月～翌年３月） 

項  目 単  位 
基準年実績 目 標 値 

令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 

  
電力使用量の 

削減 

kWh/中間処理量ｔ 
1.618 

29,375/18,155 
1.615 1.612 1.608 

削減率  △0.2% △0.4% △0.6% 

  
化石燃料使用量の

削減 

ｋｇ-CO2/ 

中間処理量ｔ 
62.42 

1,133,243/18,155 
62.30 62.17 62.05 

削減率  △0.2% △0.4% △0.6% 

二酸化炭素排出量の削減 

㎏-CO2 / 

中間処理量ｔ 
63.18 

1,147,078 /18,155 
63.05 62.93 62.80 

削減率  △0.2% △0.4% △0.6% 

水使用量の削減 
㎥/中間処理量ｔ 

0.0519 
943/18,155 

0.0518 0.0517 0.0516 

削減率  △0.2% △0.4% △0.6% 

事務所一般廃棄物の排

出量削減 

kg/中間処理量ｔ 
0.00876 

159/18,155 
0.00876 0.00876 0.00876 

削減率  現状維持 現状維持 現状維持 

中間処理における再資

源化の促進(受託産廃一廃) 
再資源化率％ 

100 
18,155 /18,155 

100 100 100 

建設廃棄物の再資源化

の促進(自社産廃) 
再資源化率％ 

99.68 
291.51/292.44 

99 以上 99 以上 99 以上 

現状維持 現状維持 現状維持 

工事現場における苦情

ゼロ 
件数 0 0 0 0 

注）1.当社では PRTR 制度対象物質の使用がないため、化学物質の目標設定は行わない。 

2.使用 CO２排出係数は東北電力㈱の令和 4 年度調整後排出係数 0.471 kg-CO2/kWh 
3.建設産廃の再資源化については、再資源化できない廃棄物が一定量あることから 99％以上を目標とする。 

 

 

三条営業所  環境経営目標                 （年度：４月～翌年３月） 

項  目 単  位 
基準年実績 目 標 値 

令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 

  
電力使用量の 

削減 

kWh/中間処理量ｔ 
27.695 

8,638/311.9 
27.640 27.584 27.529 

削減率  △0.2% △0.4% △0.6% 

  
化石燃料使用量の

削減 

ｋｇ-CO2/ 

中間処理量ｔ 
229.26 

71,507/311.9 
228.80 228.34 227.88 

削減率  △0.2% △0.4% △0.6% 

二酸化炭素排出量の削減 

㎏-CO2 / 

中間処理量ｔ 
229.26 

71,507/311.9 
228.80 228.34 227.88 

削減率  △0.2% △0.4% △0.6% 

水使用量の削減 
㎥ 9 現状把握 目標管理 目標管理 

削減率     

注）1.当社では PRTR 制度対象物質の使用がないため、化学物質の目標設定は行わない。 

2.使用 CO２排出係数は東北電力㈱の令和 4 年度調整後排出係数 0.471 kg-CO2/kWh 
3.水使用量は、基準年実績が少量だったことからもう１年現状把握とする。 
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（2）次年度の環境経営計画 

環境経営計画は、エコドライブ、破砕施設の運転管理を強化し、下表の通り活動を継続する。 

担当者 ◇総務・営業・工事・森林整備部門：酒井（工事現場：斎藤工場長）   各部門該当項目： 

      ◇収集運搬部門：清水  ◇中間処理部門：青木  ◇三条営業所：川﨑 

           

環境経営 

目標 
環境経営計画の内容 

部 門 
スケジュール 総.営 

.工 

収運 

運搬 

中間 

処理 

三条 

（営） 

二 

酸 

化 

炭 

素 

の 

削 

減 

電
力
使
用
量
の 

削
減 

・昼休みは消灯する。（作業中は除く。）     通年 

・不要な所では、電灯を消す。     通年 

・空調機のフィルターの掃除を定期的に行う。（4.7.10.1月）     4.7.10.1 月 

・冷房設定温度を 28℃に維持する。     6～9 月 

・暖房設定温度を 20℃に維持する。     11～4 月 

・待機電力は、極力使用しない。（テレビ、エアコン、パソコン）     通年 

化
石
燃
料
使
用
量
の
削
減 

車両のエコドライブを実践する。  

・不要時はエンジンを止める。     通年 

・運搬車両は、経済速度で走る     通年 

・点検・整備を実施し、タイヤの空気圧を適正に保つ。     通年 

・無駄な荷物は積まない。     通年 

・無駄な空ぶかしをやめる。     通年 

・急発進、急加速、急ブレーキをやめ、適切な車間距離をとる。     通年 

・マニュアル車は、早めにシフトアップする。     通年 

・カーエアコンの温度は控えめにする。     通年 

・運行計画を立て、無駄な作業をしない。     通年 

中間処理や現場作業において施設・重機の省エネ運転を実践する。  

・不要時はエンジンを止める。     通年 

・作業時のエンジン回転数は、40～60％の出力を保つ。     通年 

・破砕機、投入機、建設重機の日常点検を行う。     通年 

一般廃棄物

排出量の削

減 

・分別を徹底し、再生資源として活用できるものを分別し回収ル

ートへ回す。 
    通年 

・掲示板を活用し、書類の配布を最小限にする。     通年 

・片面使用廃コピー紙は裏面使用箱に入れ、裏面使用をする。     通年 

・水分を含むごみは極力水切り乾燥させてから排出する。     通年 

・使いきり商品を避け、詰め替え可能な商品を購入する。     通年 

中間処理にお

ける再資源化

の促進 
(受託産廃一廃) 

・分別の徹底を図る。     通年 

・中間処理依頼者に枝葉、伐採根、解体木くず等の分別を依頼し、

リサイクルを促進する。 
    通年 

・伐採木、伐採根等を破砕処理により、全量を再資源化する。     通年 

建設廃棄物の 

再資源化促進 
(自社産廃) 

・建設工事において発生する廃棄物の分別の徹底を図る。     通年 

・建設工事において発生する廃棄物のリサイクルを促進する。     通年 

水使用量 

の削減 

・蛇口をこまめに開閉する。     通年 

・蛇口の水量は、適正に保つ。     通年 

・洗車は、無駄な出しっぱなしを極力減らす。     通年 

・散水時は時間を決め、管理を徹底する。     通年 

・消雪用使用時は、定期的に雪どけの状況を点検し無駄な使用は

控える。 
    12～3 月 

工事現場にお

ける苦情ゼロ 

・重機は低騒音型を使用 

・工事現場周辺の清掃 

・現場近隣の方への挨拶 

・要望に沿った工事の施工 

    通年 


